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 第 3 章では、地表面沈着核種からの外部被ばくに加えて、（i）再浮遊核種の呼吸摂










よる吸収率は約 5.4%であった。また、1N 塩酸抽出による吸収率は約 16%となり、その
結果は PBET による結果と非常に良い相関のあることが分かった。したがって、性質の
異なる土壌に対して多くの抽出実験が必要となる場合であっても、その都度 PBET を実
施するのではなく、代替法として 1N 塩酸抽出を利用可能なことを示した。 
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宅滞在者における集団の線量分布を再現することができた。 
 
























































系における吸収率を評価・比較した結果、PBET による吸収率は約 5.4%、1N 塩酸抽出に
よる吸収率は約 16%で、両者には非常に良い相関があったことから、PBET の代替法とし












る。また、平成 28 年 2 月 22 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、
申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
